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スライド講演会
「ノイ
シ
ュヴ
ァンシ
ュタイ
ン城の謎に追る
5

ルー
トヴ
ィヒ
一一世
と
ワーグナ
ー」
が十
六日、
和歌山市西高松の県

立
図書
館
メデ
ィア
・アート
・ホ
ールで開かれ、ドイツの美術史

家
・ジャーナリ
スト
のマルク
ス
・シ
ュバンゲ
ンベルク氏のスライ

ド
と
音
楽
を
交
え
て
の
講
演
に
満
席
の
聴
衆
が
聴
き
人
った
。
講
演
後
の対

談
で
同
氏
は
「街
中
に
川
が流
れ
て
いる
のが
素
晴
らし
い。水は都市に
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を
愛
し
た
自
然
崇
拝
者
で
た
。
ド
イ
ツ
も
日
本
も
戦
歴
史
的
建
築
物
が
残
って

あり、それが建築に表争で都市が爆撃されたいてもまとま0ていな

現
さ
れ
てい
る
ことな
にもかかわらず、ドイ
い」と。また通訳を務

ど、城と自然との密接
ツの街並みが美しいこめた松本郁子さんも

な関係も強
調した。
とに
ついてシ
ュバ
ンゲ
「日本
の建物は住宅も

講
演
後
は
足
立
基浩
和
ン
ベ
ル
ク
氏
は
、
「市
民
含め
て高
さ
や
色が
バラ

歌山大学経済学部助教
の力が強ミ
都市計画
バラと感じる」と話し

授
と
の対
談
が
行
わ
れ
に哲学
がある。日本
は
た。

と
っ
て
非
常
に
重
要
-」
と
和
歌
山
市
の
印
象
を
語
った
。
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同」しは、今年と来
シュバンゲンベルク

年が
本におけるドイ
氏は、,設計段階での絵

ッ年であるのを記念
やルートヴィヒ二世が

し、県教育委員会とわ
日記
に描
いた絵、今は

かやまヒューマンカレ
解体された冬宮の写真

ッジアフター実行委員
など、普段見ることの

日
一

会が主催した。後援は
できない映像をスライ

大阪神戸ドイツ連邦共
ドで紹介。

和国総領事館。わがま
王が、ワーグナーの

ち地域資源活用塾事
オペラから啓示ともい

える影響を受け、特
に

バイエルン王ルート「ローエングリン」を

ヴィヒ一一世
(一八四五理想としたこと
▽ノイ

ー八六)は、芸術や哲シ=ヴァンシ=タイン

学を愛し数奇な運命を城築城はキリストの皿
和歌山市主催の内川ととらえ、発掘してい中国古来の楽器である

れたど、彼0がた造王と0たしノてイ知シらにを展受開けしたた"聖こと
▽プをル核魅「内力川再ラ発イ見プイ」ベとン一・まトちこなうかと観い光う同流市事の業「ま」ス一胡、紀の州演弁奏慶や伝フ説ラ保ダ存ン
一

「ラアノシ=タイン城ポン王朝〈の思いなどちングなか」が語十り六部日ウォ、同ー市キ週で、杰一一多十彩三な日催ましでがの行毎
=
。,
。」臧。を

、」、え3-隱第
)~も
ノ
の

リ講ー演デすンるホフル城ク=・シ、バンゲン〈ルク氏
=,イドは
やリーデンホフ城、
〈
を話した。
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